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１．農業分野

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

P.5

№１
-①

ＪＡ土佐くろしおが担
う地域農業の活性化
（ＪＡ出資法人の設立
による取組みの促
進）

ＪＡ土佐く
ろしお

全面作業受
託10ha

一部作業受
託54ha

― 該当 農林

機械の整
備、人材育
成、育苗施
設等の改修
による作業
受託面積拡
大

線表
どおり

H29.9月末時点で全作業受
託12.19ha、一部作業受託
25.36haとなっており、受託
面積拡大に伴い、効率的な
運営を心掛けている。

引き続き、全作業受託面積
が拡大する予定であるが、
新たな農業用機械の導入と
作業員の雇用が課題となっ
ている。

なし

本年度（H29）に狭隘
農地での作業に必
要なコンバイン等の
導入に対する補助を
実施

Ｐ５
№１
－②

ＪＡ土佐くろしおが
担う地域農業の活
性化（農産物等直
販所の整備）

ＪＡ土佐く
ろしお

販売額
１９５，１００
千円

該当 該当 農林

運営開始、
人材育成、
販売促進、
加工品の開
発

線表
どおり

直販所「とさっ子広場」の
売り上げは伸びているが、
計画した「須崎の魚」との
連携は見送りとなり、魚の
取り扱いは模索中である。
H29.11月末現在　2億200
万円の売り上げ、3月末で
3億1,000万円の見込み

来店者950人／日で推移し
ているが、2か月に1回程度
でイベントを開催することに
より、集客増加を目指す。
雇用者の確保（現16人）に
努めるとともに、出荷者・職
員の勉強会も実施する。

販売額
329,000千円

高知県産業振興計
画のアクションプラン
であり、引き続き、県
及びＪＡ土佐くろしお
と連携しながら、今
後の進捗に応じた市
としての対応を図っ
ていく。

検討結果に
もとづく人
材確保の実
施

未着
手

組合員11件中、4軒は後継
者あり。そのうち2軒はポン
カン専業農家。
昨年同様に後継者対策が
できていない

なし

生産量・出
荷量の維持

線表
どおり

昨年の収穫量は多かった
が、今年は昨年比70％程度
であり、減少している。（今
年は「裏年」で採れない）。
ミカン収穫人員の確保が困
難で課題。価格低迷も影響
し常雇ができない。

なし

新たな加工
品の試作

線表
より遅

延

集落活動センターの設置が
遅れるなど、加工品等の検
討には入っていない。
また、品不足の影響で加工
品も厳しい状況。

なし

ホームペー
ジ等による情
報発信、産
地ブランド化
等による販
路開拓

線表
どおり

昨年同様、太陽市での販促
は厳しく、マルナカくろしお
市場への出荷が主になって
きている状況が続いてい
る。
ふるさと納税で返礼品として
出品している。

なし

P.5

№４
農産物の県内外
への出荷

NPO法人
まちづくり
すさき

都市部への
販路が拡大
している

― ― 農林
販路拡大に
向けた各種
取り組み

線表
どおり

10軒が共同でふるさと納税
で出荷中。
果樹に加え、野菜・米のセッ
トをふるさと納税の返礼品を
出品している。申込も徐々
に来ている。

ふるさと納税の返礼品等で
の販路拡大に引き続き取り
組む。安和集落活動セン
ターとの連携は今後検討し
ていく必要があるが、セン
ターの設置が遅れているの
で今後の検討課題として
残っている。

なし

「ふるさと納税」が新
たな販路となってお
り、引き続き「ふるさ
と納税」を活用して
いただく。

P.7

№５
－①

園芸産地のさらな
る拡大に向けた取
組み（レンタルハウ
ス等整備）

ＪＡ土佐く
ろしお

レンタルハ
ウス整備 Ｈ
２７～３１年
度 累計３５
棟

該当 ― 農林

レンタルハウ
ス整備事業、
競争力強化
生産総合対
策事業、園
芸用ハウス
流動化促進
事業の活用

線表
どおり

平成29年度は4棟の園芸
用ハウスを整備

引き続き園芸用ハウスの整
備に取り組む

※9月時点の要望調査は6
棟で提出。（県・市予算に伴
う調整あり）

なし

本年度も補助事業を
実施しており、ＪＡ土
佐くろしおと連携しな
がら、、引き続き３０
年度も補助事業を継
続する予定である。

P.7

№５
－②

園芸産地のさらな
る拡大に向けた取
組み（循環型栽培
システムの推進）

ＪＡ土佐く
ろしおミョ
ウガ部会

循環型栽培
システム導
入 Ｈ２７～３
１年度 累計
165基

該当 該当 農林
国・県の事
業を活用

線表
どおり

平成29年度は「産地パ
ワーアップ事業」を活用し
29基を整備

平成29～30年度で国の産
地パワーアップ事業の活用
を計画している。H31年度は
国事業が活用できないた
め、事業展開を模索中。
Ｈ30年度55基、Ｈ31年度60
基の予定（Ｈ31はＨ30への
前倒しも視野に入れる）

なし
市の上乗せ補助　1
件あたり10万円

平成２９年度の状況

P.5

№２
ポンカンの里のブ
ランド維持

立目ぽん
かん出荷
組合、須
崎市

生産量の維
持と対応で
きる後継者
の確保

― ― 農林

後継者の確保は引き続き課
題であるが、同様に課題で
ある販路拡大にも取り組
む。
インターネットを活用し販促
している農家もあるが、厳し
いとの声があり拡大には
至っていない。

後継者や収穫への
人材確保の具体案
がみつかっていない
が、引き続き課題と
して検討、支援して

いく。

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

高知
県産
振計
画

担当
班

P.5

№３

安和地区のビワ・
ポンカンの販路拡
大

領久果樹
出荷組合

加工品の開
発や販路の
開拓につな
がっている

― ― 農林

引き続き、現状の販路へ
の出荷以外にも、ふるさ
と納税の返礼品への取
組にも力をいれ、販路の
拡大に繋げて行きたい。

須崎市
総合戦

略

集落活動センター設
置に向けた市として
の取り組みを継続し
つつ、商品のＰＲや
新たな販路開拓の
一つとして、引き続
き「ふるさと納税」を
活用していただく。
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２．林業分野

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

高性能林業
機械の導入

線表ど
おり

29年度は、後方小旋回油圧
ショベルとフォワーダﾞを導
入

人材育成
線表ど

おり

29年度は事務職員を2名採
用したが、現場作業員の採
用できなかった

各種補助事
業やＧＰＳ、
ＧＩＳシステム
活用による
山林境界の
確認

２９年
度より
実施

29年度より、国交付金を活
用して境界測量事業を実施

P.11

№２
優良木材を活用し
た製材業の振興

須崎木材
団地工業
組合

輸入木材だ
けでなく国
産材の活用
も進んでい
る

― ― 農林
事業開始に
向けた研究
及び着手

遅延

11/25（金）木材関係業者
参加による勉強会・意見
交換会の実施したが、現
状の事業を優先している
ため、具体的な取り組み
が遅れている

当面の間は現状の事業
を進めながら、国産材の
活用に向け、引き続き関
係者と協議を進めていく

なし

国産材の取り扱いは
出来ていないが、製
材業としての継続し
た事業展開はできて
いるため、今後の状
況に留意しながら、
国産材の活用に着
手する際には市とし
ても適宜、支援策を
模索する。

新たな商品
開発によるＰ
Ｒ活動

線表
どおり

なし

新たな商品
開発による
販売促進活
動

線表
どおり

なし

素材や商品
の価値を
知ってもらう
ための宣伝
活動

線表
どおり

なし

個展等の
PR活動

線表
どおり

大丸でのイベントに出展
してPR活動を実施

なし

関西等県外
地域での販
売促進活動・
アンテナ
ショップへの
出店

線表
より遅

延

日曜市への展示販売やイン
ターネット、川村雑貨店や高
知市の雑貨店で販売を実
施中であるが、県外での活
動はできていない。（作業に
時間をとられ、県外で活動
する時間がない。）

なし

CLTに関す
る勉強会

線表
どおり

高知県木材産業振興課
との勉強会を実施

なし

CLT加工場
の誘致に向
けた取り組み

未着
手

流通・需要状況から実施
できていない。

なし

P13

№６
須崎港を活用した
国産材の輸出

民間事業
者、須崎
市

国産材の輸
出2,500㎥

該当 ― 農林
須崎港を活
用した国産
材の輸出

線表
より遅
延

世界経済や為替の状況、木
材の需要・利用状況等か
ら、29年度以降の国産材輸
出の開始には至っていない
が、引き続き民間企業担当
者との意見交換情報収集を
実施している。

引き続き情報収集を行うと
もに先進地の視察を実施す
る予定。
11/25（金）勉強会・意見交
換会の実施

なし
須崎市

主体事業

担当
班

平成２９年度の状況

P.11

№１

効率的な現場体制
の確立による原木
増産

須崎地区
森林組合

原木生産量
1,600㎥、
境界明確地
の拡大

該当 ― 農林

前年度までと同じく、原木増
産のために効率的な作業
体系の構築を図る。そのた
めに、引き続き高性能林業
機械の整備と作業員増員に
努める。管内森林情報の把
握に努め、長期的な森林管
理（100年の森）を目指して
いく。

なし

今年度も引き続き、
高性能林業機械購
入に対しての補助を
実施し、国の交付金
を活用しての森林境
界の確認・測量への

補助も行っていく

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→Ｈ３
１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

H29.2月パリの展示会に
出展。

新商品のみでなく、販促
に取り組んでいある。
ネット広告も昨年よりは
抑えつつ活用している。

H30.8月にメキシコの「世界
竹会議」に参加予定。
ブランディングの確立に向
けて海外対応を考慮してい
る。
ネットによる価格低迷は厳
しいが、「手作り・自然・時
期」など、大量生産できない
限られた商品政策を地道に
継続していく。

予定どおり進捗し
ているが、県外・
海外への出品の
際の交通費等の
問題があるので支
援してもらえるなら
してほしいとの申
し出もあったので、
市として今後留意
していく。

P.11

№３

地域特産の虎斑
竹を活用した新た
な特産品の開発

地元竹製
品製造販
売業者

新たな商品
開発や販売
促進により
売上増を目
指す

― ― 農林

県内でのイベントに出展
し、PR活動を実施してい
く。
県外では大阪のギャラ
リーへの展示も検討す
る。

販路は現状維持できるよ
うに注力する。

市への電話問い
合わせが受注に
つながったことも
あり、関係機関に
よるＰＲでの情報
発信が検討できな
いか

P.13

№５
CLTの活用促進に
よる林業振興

須崎地区
森林組
合、須崎
木材団地
工業組
合、須崎
市

CLT加工場
の立地１箇
所

該当 ― 農林

今後も勉強会を開催し、工
場誘致に向けた情報収集を
行うとともに、先進地の視察
を実施する予定
11/25（金）勉強会・意見交
換会の実施

須崎市
主体事業

P.11

№４

良質のヒノキを活
用したオーダーメ
イド家具の製造販
売促進

個人事業
者

・オーダーメ
イド家具とし
て認知され
販売増につ
ながってい
る。
・後継者の
確保が進
み、技術の
伝承ができ
ている。

― ― 農林
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３．水産業分野【その１】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

P.17

№１
シラスの販売促進

錦浦漁業
協同組
合、須崎
町漁業協
同組合

新たな加工
設備の検討
が進んでい
る

― ― 水産
加工設備等
の導入の検
討

線表
どおり

昨年度末に加工設備（活水
装置）を導入。例年の盛漁
期になっているものの、黒
潮の蛇行の影響か漁期が
遅れており、漁獲量が少な
いことからも近年にない高
値で取引されている。

活水装置の導入効果
は、盛漁期の魚価単価を
注視するとともに、メディ
アを活用し新鮮さの情報
発信を行っていきたい。

なし

活水装置導入に
伴う取り組み状
況、魚価単価の推
移に留意しつつ、
実施主体との連携
を継続する。

P.17

№２
沿岸漁業の振興 関係漁協、

現状より水
揚げ量の増

― ― 水産
稚魚放流事
業の継続

線表
どおり

（本年度の放流実績）
アユ245ｋｇ、カサゴ11,800
尾、ヒラメ5,000尾、メガイア
ワビ6,578個、クマエビ（35
㎜）130,000尾、ガザミ80,000
尾

現状の取組みを継続 なし

本年度も稚魚放
流事業を実施して
きたところであり、
30年度も事業継
続する。

関係機関と
連携してタイ
にかわる新
たな養殖魚
種の調査研
究を行う

線表
どおり

ニジマスやカワハギなどを
個々の漁業者が養殖。ニジ
マスは『ドラゴンサーモン』と
して出荷されたが３ヶ月ほど
の短期間の養殖であり、産
地表示に問題があった。カ
ワハギは出荷に至っていな
い。

なし

業務筋等へ
の直接営
業、国内商
談会への出
店参加

未着
手

生産グループが取り組んで
おり、支所として取り組みは
できていない。

なし

ブランド化
に向けた規
格の統一及
びＰＲ

未着
手

生産グループが取り組んで
おり、漁協として取り組みは
できていない。

大阪市場以
外での新た
な販路の開
拓

未着
手

生産グループが取り組んで
おり、漁協として取り組みは
できていない。

P.19

№４

水産資源の確保に
向けた藻場の再
生・復活

高知県漁
協久通支
所、池ノ浦
久通磯焼
け対策部
会、須崎
市

藻場の再
生・復活１.８
ｈａ

該当 ― 水産
藻場の維持
管理

線表
どおり

食害生物（ウニ等）の駆除、
堆積物の除去及び母藻の
設置、海岸の清掃等。
今年度は活動予定日が天
候等に恵まれた事もあっ
て、昨年度の２倍ほどの活
動ができた。

活動の中心が高齢者である
ことから、今後も専門家の
指導のもと効率的に活動を
進めていきたい。
また、試験的に駆除したウ
ニの蓄養に取り組む予定で
ある。

なし

目視ではあるが目
標値はほぼ達成して
いる。これまでの継
続した取り組みによ
るもので、今後も事
業継続を図るため実
施主体との連携を継
続する。

取引先確保
のため、県
外での販促
活動の実施

線表
どおり

主要な取引先である奈良県
内の各量販店で販促活動
（８回）を実施。また、産地訪
問の受入れや高知県主催
の商談会への参加。

加入促進の
ため同業者
への働きか
けを行う

線表
どおり

引き続き同業者への働きか
けを行っているが、生産者３
名は変わっていない。ただ
し、生産量については個々
３万尾超に増産できてい
る。

加工業者と
の連携強化

線表
どおり

現状１社の加工業者のみ
で、取扱量は昨年度同様で
ある。

P.17

№３
－①

養殖漁業のさらな
る振興（高知県漁
業協同組合深浦
支所）

高知県漁
業協同組
合深浦支
所

・新たな魚
種での養殖
ができてい
る
・業務筋等
への販路が
拡大されて
いる

― ― 水産

新たな養殖魚種
の調査、研究につ
いては、県の中央
漁業指導所が継
続して取り組んで
おり、アサリの垂
下式養殖など今後
の状況に応じて、
市としての支援策
を模索していく。

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

ニジマスは昨年同様１２
月末に入網予定。
アサリの垂下式養殖（現
状のタイなどの養殖小割
枠部分に垂下する方法）
の実施に向けて、平成３
０年の漁業権切替え申
請時に貝類養殖を追加
する。

P.17

№３
－②

養殖漁業のさらな
る振興（野見漁業
協同組合、大谷漁
業協同組合）

養殖漁業
のさらなる
振興（野
見漁業協
同組合、
大谷漁業
協同組
合）

養殖漁業の
さらなる振
興（野見漁
業協同組
合、大谷漁
業協同組
合）

― ― 水産

平成２９年度の状況

目標値である販売数量１
０万尾（平成２９年度は９
月末現在で３１，０８６尾）
に向けて、さまざまな取り
組みを行ってきた結果、
新規の漁業者２名が独
立に向け研修中であり、
大前提である目標値分
の生産量は確保できそう
である。

なし

「ふるさと納税」に
よる販売促進支援
を継続中。また、
県のアクションプ
ランであり、県とも
連携した対応策を
図っていく。

販売数量
約１０万尾

該当 該当 水産
P.19

№５
－①

養殖マダイのブラ
ンド化による販路
拡大【海援鯛】

土佐鯛工
房

計画より削
除

5 



３．水産業分野【その2】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

P.19

№５
－②

養殖マダイのブラ
ンド化による販路
拡大【乙女鯛】

乙女会
販売数量
約３０万尾

該当 該当 水産
安定した販
路の構築

線表
どおり

関東方面への販売網が構
築されており、出荷量（平成
２９年度１０月末現在９４，０
９７尾－前年同時期比１３
４％）は堅調に推移してい
る。また、新たにＵターン者
１名が新規漁業者として協
業体に加わり、現在９名で
生産を行っているものの今
年はウイルス性の魚病によ
り多数の魚がへい死。

引き続き、魚食普及等を目
的とし、さまざまなジャンル
のバイヤーが一堂に会する
『ジャパン・インターナショナ
ル・シーフードショー』への
出展などを通じ、新たな販
路開拓に努める。
目標値である販売数量３０
万尾については、気象条件
や魚病などで大きく変動は
あるが概ね達成できそうで
ある。

なし

「ふるさと納税」によ
る販売促進支援を
継続中。また、県の
アクションプランであ
り、県とも連携した対
応策を図っていく。

採苗及び養
殖の研究

線表
どおり

平成30年度
末まで延長

先進地視察
線表
どおり

土佐市宇佐町のグルー
プと情報交換している

なし

養殖グルー
プの組織化

遅延
組織化はできていないが
ひきつづき調整を行う

平成30年度
末まで延長

垂下方式に
よる採苗及
び養殖の実
施

遅延 なし

P.21

№７
海面環境保全推
進事業

須崎市、
関係漁協

海洋清掃活
動による海面
環境保全が
進んでいる

― ―
市
／

水産

海面等の清
掃に加え森
林整備や河
川保全活動
への参加

線表
どおり

今年度も１月末までには１１
統（２２隻）の漁船が船曳網
を用い、海底等の清掃作業
を行った

予定どおり進捗してお
り、引き続き事業の継続
を図る。

なし 須崎市主体事業

P.21

№８

高知県漁業生産
基盤維持向上事
業

須崎市、
関係漁協

H31まで事業
の継続

該当 ―
市
／

水産

漁業振興に
係るハード・
ソフト事業

線表
どおり

今年度は鳴無荷揚場施設
航路の浚渫を予定どおり
行った。

予定どおり進捗しており、引
き続き事業の継続を図る。

なし 須崎市主体事業

P.19

№６

浦ノ内湾のアサリ
復活による地域活
性化

関係者、
関係漁協

・アサリの収
穫：市場への
出荷が可能
となる量の確
保
・放流による
体験型教育
（修学）旅行
等への活用

― ―
プロ
ジェ
クト

関係漁協と連携し、今後
の事業の展開を検討を
し、３１年度末の出荷を
目指す

28年9月からいかだで垂下式による稚貝の採捕ができな
かったが、再度2月に調査したところ採捕が確認されたた
め、垂下式用のいかだを設置する

予定どおり進捗し
ており、引き続き
今後の進捗状況
に留意しながら適
宜、市としての対

応を図る。

平成２９年度の状況

28年9月からいかだで垂下式による稚貝の採捕ができな
かったが、再度2月に調査したところ採捕が確認されたた
め、垂下式用のいかだを設置する

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

6 



４．食品加工分野【その１】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

加工品開発
線表

より遅
延

フードコーディネーター大原
一郎氏へ依頼し、加工品は
完成。

なし

観光農園
会員システ
ム構築

未着
手

計画が遅れている。関係
者と協議中である。

１年度延長
する

ブルーベリー
スイーツカ
フェの新設に
係るメニュー
開発及び資
金調達・設
計・工事

未着
手

計画が遅れている。関係
者と協議中である。

なし

各種イベン
トの開催

未着
手

計画が遅れている。関係
者と協議中である。

なし

葉ニンニクの
生産及び加
工・販売

線表
どおり

新規取扱店13店舗

新商品の開
発

線表
どおり

新商品：2品開発

販路の開拓
線表
どおり

・展示商談会への参加、
マスメディアへの情報発
信
・楽天市場への出店

P.25

№３
練り製品の新たな
商品開発

（株）けん
かま、関
係漁協

新商品売上
１億円

該当 ― 商工
販売促進活
動

線表
どおり

・新商品は年間3品程度開
発しているが、100に1つヒッ
トすれば良いくらいである。
・地元スーパーが減り、販売
スペースが減少
・大手量販店により得意先
が減少

・販売スペースの減少も
あり、業務用を主として
営業をかけていく

なし

新商品の今後の
販売促進活動に
留意しつつ、進捗
状況に応じて市と
しての対応を図
る。

販促推進活
動

線表
どおり

・既存のからすみについて
は、10社取引が増え、総取
引量も少しだが増加してい
る
・ぶりのあわこについては、
原料が確保できず県内の取
引にとどまっている

・買負けしない程度の競争
力はついてきている、引き
続き試作品づくりに注力し
ていく
・ぶりのあわこもまとまった
提供ができるようになれば、
県外へ展開していきたい

なし

加工場整備
の検討

線表
どおり

冷凍庫の設置を検討
冷凍庫設置を次年度に
検討している

なし

出荷調整用
小割整備

線表
どおり

Ｈ２９年度に市の産振補
助金を活用して整備し
た。

効率的な出荷管理を行
う。

なし
補助金を活用した
為、追跡調査を行
う

新設備での
生産活動

線表
どおり

H29年度決算2.3億円うち
カンパチ8千万円。順調
に進んでいる。

HACCAPが工場が小規模なため取得困
難。輸出については宿毛市で技研が整備
する工場で進めようと考えている。（同工
場の会社社長を兼務している）

なし
ふるさと納税返礼
品事業で連携

商談会への
参加

線表
どおり

商工会議所と連携し商談
会に参加している。

現状の販売促進活動を
継続する

なし

商工

該当 商工

・仕事量の増加に伴う人材
確保のためリクルートを含
めた広報戦略を展開してい
く
・顧客に会社や商品の魅力
を伝えられるよう会社や商
品のブランディングの委託
を行う
・既存商品の質の向上
・ネット通販に注力していく
・美容と健康に興味がある
人をターゲットとしてパンフ
レットやパッケージを一新
・ホームページの更新
・ふるさと納税やネット通販
の顧客からリピーターを獲
得するため、荷姿や見た目
にも気を配るなど、サービス
のクオリティー向上に努め
ていく

元気

なし

ふるさと納税を活
用中であり、今後
の進捗状況に留
意していく。

今後の進捗状況
に応じて、補助金
の活用等、市とし
ての支援策を模索
する。

担当

平成２９年度の状況

P.25

№１

ブルーベリーを活
用した６次産業化
の推進

民間事業
者

観光農園
（来店者目
標24,000
人、売上目
標34,733千
円）

該当 ― 商工

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

畑を拡幅予定（3反400
本）。

今後の進捗状況
に応じて市として
の支援策を模索
する。

P.25

№４

からすみやぶりの
あわこを使った新
商品の販売・促進

宮進商店
新商品の売
上増

該当 該当

P.27

№５
野見湾産養殖カン
パチ販路拡大事業

(株)みな
み丸、大
谷漁業協
同組合ネ
イリ部会

売上86,960
千円

該当 該当

P.25

№２

葉ニンニクを活用
した加工食品の生
産・販売の拡大

㈱アース
エイド

売上40,000
千円

該当

7 



４．食品加工分野【その２】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

P.27

№６
自家製みその市販
用製造・販売

（有）丸共
味噌醤油
醸造場

売上3,000
万円

該当 ― 元気
販売促進活
動

線表
どおり

Ｈ29.1より　個人消費用味
噌3種類を販売開始し、4種
類目の販売がまだ。ふるさ
と納税の返礼品として登録
済み。売上げは年間300万
円程度の見込み。

現状の販売促進活動を
継続する

なし
ふるさと納税返礼
品事業で連携

【farmer's
market ひな
た】法人化準
備・会社設立

線表
どおり

4月に法人化完了
従業員の育成に取り組
む。

なし

【野菜の販
売】ふるさと
納税返礼品
の提供・イン
ターネット通
販の検討

線表
どおり

H28年に多くの申込みをも
らった。寄附者の第二のふ
るさとを感じてもらう企画を
ふやしながら取り組みたい

野菜セットを主力に、ポンカ
ンや文旦の収穫体験などを
取り入れた返礼品を地域の
人と作りたい。

なし

しんじょう君ブログ
等での取り組み紹
介。ふるさと納税
返礼品事業で連
携

【農家レスト
ラン】
ランチバイキ
ング及び資
金調達・設
計・施設整
備・レストラン
営業・製造販
売

遅延
社員の育成などが遅れてお
り、レストランの形態も含め
て見直ししている。

自分で収穫してBBQなど
体験型レストランを検討
中

「資金調達・
設計」「施設
整備」をH30ま
で伸ばす。他
をH31～に延
期

ﾚｽﾄﾗﾝの設備改
修時の産振補助
金検討

平成２９年度の状況

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略
担当

計画
書掲
載

高知
県産
振計
画

P.27

№７
６次産業化推進農
家レストラン

花子
ファーム

・須崎農産
品の加工品
開発が進ん
でいる
・農家レスト
ランが営業
されている
（Ｈ３２)

該当 ― 元気

8 



５．商　工　観　光　分　野　【その１】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

P.31

№１
-①

商店街の振興（買
い物弱者支援の拠
点整備）

須崎商工
会議所、
須崎地区
活性化プ
ロジェクト

買い物弱者
への支援及
び地域の拠
点が整備さ
れている

― ― 商工

須崎地区活
性化プロ
ジェクトとの
調整

線表
より遅
延

・須崎地区活性化プロジェク
トとしてはゆるキャラ前日祭
の開催にとどまり、協議不
足
・「まっことまっこと」で日用
品を販売

須崎地区活性化プロジェ
クトの動向に留意しつつ
検討

1年度延長
する

必要に応じて、市
も商工会議所と須
崎地区活性化プロ
ジェクトとの調整
に参画する。

実施に向け
ての検討

線表
より遅
延

検討中であり、計画が遅
れている

1年度延長
する

出店者の募
集と出店後
のサポート

線表
より遅
延

検討中であり、計画が遅
れている

1年度延長
する

すさき街角
ギャラリーの
指定管理

線表
どおり

NPO暮らすさきへH28年
度より指定管理

H30年度に指定管理業
者の選定を行う。

なし 須崎市主体事業

【空き店舗・
空き家】
改修設計・工
事

線表
どおり

H30.3で前田耳鼻科改修
工事完了

なし 須崎市主体事業

【空き店舗・
空き家】
物件管理団
体の公募・選
定

線表
どおり

上原邸：NPO暮らすさき
前田耳鼻科：一般社団法人
防災活動支援センター
に決定。

H29　暮らすさきに賃貸
借契約。H30前田耳鼻科
を指定管理できるよう進
める

なし 須崎市主体事業

【空き店舗・
空き家】
活用

線表
どおり

上原邸：移住者用滞在施
設・コワーキングスペース・
チャレンジショップとして活
用できるように準備を進め
ている。
前田耳鼻科：学生の活動拠
点およびギャラリーおよび
チャレンジショップとして準
備を進めている。

上原邸：NPOがクラウドファン
ディングで改修を計画中。
前田耳鼻科：NPO人と地域の研
究所との連携を進めている。

なし 須崎市主体事業

移住者居住
用空家改修
への補助

線表
どおり

H29年度は2軒に補助し
改修を進めている

件数を増やしながら継続 なし 須崎市主体事業

須崎の魚の
ＰＲ

線表
どおり

各種イベントでＰＲを行って
いる
・新子まつりＨ29：10,000人
・魚まつりＨ29：4,000人
・キャラまつりＨ29：95,000人

なし

土日に魚を
食べることが
できるお店の
拡大

未着
手

展開できていない なし

海の駅「ぐ
るーめすさ
き」ＰＲの強
化

線表
どおり

・毎月第4土、日に「旬の魚
まつり」として旬の魚をＰＲし
ている
・観光漁業センターとタイ
アップし、”釣った魚をさばき
ます”とＰＲを行い誘客につ
なげている

なし

都市部での
販路開拓

線表
より遅
延

大阪堺市の業者で年4～5
回取引がある程度で開拓に
はいたっていない

なし

ビジネスプラン塾や
ビジネスプランコン
テストの開催し、起
業支援を行ってい
る。引き続き商工会
議所とｔも連携を図り
つつ、必要に応じて
市も協議に参画す
る。

・毎月行っているＰＲの継
続
・11月の海の駅須崎の魚
まつり

引き続き検討を行ってい
く

該当 該当 商工

須崎の魚のＰＲ
は、イベントへ職
員が参加。土日に
食べることのでき
る店、都市部への
販路拡大について
は、商工会議所等
関係機関の動向
に留意しつつ、市
も必要に応じて検
討の場に参加。

― 元気
空き家等の活用に
よる商店街の振興

ＮＰＯ、住
民団体、
須崎市

空き店舗活
用５箇所

該当

P.31

№１
－②

商店街の振興
（チャレンジショッ
プの設置）

須崎商工
会議所、
須崎地区
活性化プ
ロジェクト

チャレンジ
ショップ設
置 ３箇所

該当 ― 元気

P.31

№３

須崎の鮮魚の魅
力をＰＲする取り組
みの強化

関係団
体、関係
者、須崎
市

しんこ祭り
18,000人、
野見湾元気
なお魚祭り
1,800人
うつぼ祭り
15,000人、
魚祭りの定
期開催

P.31

№２

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

平成２９年度の状況
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５．商工観光分野【その2】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

法人化に向
けての検討・
準備

線表
より遅
延

本年は資金繰りが難しく
次年度以降で考えている

なし

収益の確保
に向けた事
業の実施・拡
大

線表
どおり

・Ｈ29：民泊10校、体験4校
・受入116家庭
・収益は増加してきてはいる

なし

採算性の向
上に向けた
運営方法の
見直し

線表
どおり

・船釣り料金の改定
・センターにおける土産物の
取り扱い（干物、名産品等）
・ぐるーめとのタイアップ

今後も運営方法の改善
に努める。

なし

サービスの
質の向上

線表
どおり

・各渡船における格差をなく
す。船頭の意思統一を図る
・センターにおける土産物の
取り扱い（干物、名産品等）
・ぐるーめとのタイアップ

・船頭の高齢化等による後
継者育成に向け、指導を
行っていく。
・サービスの維持・向上に取
り組んでいく。

なし

利用客の増
加に向けたＰ
Ｒ

線表
どおり

・ホームページの更新
・タイラバを活用した「船釣
り」のＰＲ
・ぐるーめとのタイアップ

集客に向けたＰＲを継続
して実施していく。

なし

遊漁客の増
加対策

線表
どおり

・磯渡しを含めた釣り客は
2,000人、釣り筏は300人程
度の利用となっている
・釣り大会の予約の減
・途中下船のサービスを実
施

なし

集客のため
の効果的なＰ
Ｒの実施

線表
より遅
延

・浦ノ内湾釣り筏渡船振興
会とは内海と外海ということ
もあり、連携は難しい
・筏情報の新聞への掲載

なし

利用客増加
を目指した
効果的な
PR

線表
どおり

・釣り筏専用のホームペー
ジを開設
・イベントはフェイスブックと
リンクさせ随時更新している
・釣具店、ＳＡ、高知駅への
パンフレット配布

なし

客のニーズ
調査等によ
る新たな
サービスの
開発

線表
どおり

・家族連れ対応として釣
り具とライフジャケットを
準備→少し増加

なし

別館の更な
る増築等に
よる宿泊者
数増加

線表
どおり

ツリーハウス型の離れな
ど好評。

一棟追加で建設の計画
を進めている。

なし

ふるさと納税返礼
事業とインバウン
ド推進事業での連

携

桑田山温泉
のブランド化
による知名
度のアップ

線表
どおり

スタンプラリーを継続しな
がら、広域での連携をす
すめている。

現状の取り組みを継続
する。

なし
高幡広域事務組
合との連携支援

事業化・詳
細設計

線表
より遅
延

まちづくり協議会での協議
は28年度末で一区切りとな
り、高校跡地の活用案の報
告を受けた。

1年度延長
する

観光・移住情
報の発信な
ど可能な取
組を順次開
始

線表
どおり

・月に一度、暮らすさきの移
住相談会会場として提供し
ている
・掲示板等を活用した各種
情報発信

なし

・釣り筏専門ＨＰへの釣
果の掲載
・筏への昼食の配達の検
討
・小学高学年対象のイベ
ントの検討

ＰＲを含めた市とし
ての支援策を模索
する。

市も浦ノ内湾釣り
筏渡船振興会に
参画している。引
き続き関係団体と
の連携に努める。

タイラバを活用し
た「船釣り」のＰ
Ｒ、新たな船頭確
保に向けてのフォ
ローが必要であ
り、今後の進捗状
況に応じて適宜、
市としての支援策
を図る。

当面は現状維持

国の地方創生推進
交付金を活用。受入
家庭の組織運営に
向けた検討が必要
であり、観光協会を
はじめとする関係団
体との協議に市も参
画する。

具体的な案にはい
たっておらず、引
き続き検討の場に
市も参画する

元気

P.33

№６
釣り筏を活用した
観光振興

釣り筏事
業者

利用客数の
増加

　― 　― 元気

高校跡地の活用案の提
案があり、市と協働して
考えていきたい

商工

商工
P.35

№８

「道の駅」による地
方創生拠点の形
成

国土交通
省四国地
方整備
局、須崎
市、須崎
市道の
駅、その
他関係団
体等

道の駅来場
者数 来場
者数20％増
（H25:420,50
9人）

該当 　―

P.33

№５
－①

釣り客を対象とし
た渡船による観光
振興（観光漁業セ
ンター）

計画
書掲
載

事業名 実施主体

P.31

№４
体験・民泊事業の
観光産業化

須崎市観
光協会、
須崎商工
会議所、
須崎市、
その他関
係団体

教育旅行受
入者数
5,000人

該当 該当 商工

P.33

№７
温泉を活かした観
光振興

温泉宿
入浴客数 ６
万人

該当 　― 元気

P.33

№５
－②

釣り客を対象とし
た渡船による観光
振興（遊漁渡船組
合）

遊漁渡船
組合

該当 －

継続した受け入れと民泊
受入家庭の拡大、運営
組織・方法の継続した検
討

目標
（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

釣り客数
5,000人

該当

利用客数
5,000人

－

平成２９年度の状況

須崎市観
光漁業セ
ンター
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５．商工観光分野【その3】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

観光案内な
どの機能強
化

線表
どおり

原町商店街振興組合に加
入し地域イベントなどにも協
力している。

なし
ギャラリーや、七夕
イベント等の実行委
員会との連携を支援

ふるさと納税
を活用した地
産外商の推
進

線表
どおり

H28や約5,000万程度の売り
上げ(店舗売上700万円、ふ
るさと納税返礼品350万円、
キャライベント売上げ600
万）

なし
ふるさと納税返礼
事業と連携

買い物支援
線表
どおり

現在、２～３軒/日　配達し
ており売上げとしては2000
円程度。
買い物弱者支援となると品
揃えや予約販売の体制、仕
入の確保など課題が多く、
思うように進んでいない。

現状の取り組みを継続
する。

なし なし

しんじょう君
グッズによる
須崎市ＰＲ

線表
どおり

イベント出張による売り上げ
600万円。利幅の薄い他社
製品ばかり売れるので、自
社で製造したグッズを増や
したい

市の担当や地域おこしと連
携し新商品を積極的に製造
する。

なし

販促イベント、他
キャラの連携支援や
新商品提案など連
携を進める。

東京出店に
向けた出店
場所・人材確
保・運営主体
の検討

線表
より遅
延

なし

専門店の出
店

線表
より遅
延

なし

新たな観光
ルートの検
討、旅行業
者と連携

線表
より遅
延

なし

旅行業者と
連携、池ノ浦
のブランド化
やＰＲ活動

線表
より遅
延

なし

P.37

№１２
日・木曜日市組合
の活性化

日・木曜
市組合

出店者数：
日曜市60
店、木曜市
50店

― ― 商工

観光客等に
対するＰＲ
活動・新た
な出店者の
確保

線表
より遅
延

・高齢化に伴い出店者は昨
年より減少している
・地元の住人・高齢者の買
物圏、市外から訪れるお客
もいるので、続けていかな
ければいけない

観光客に会話を通じて日
木曜市の魅力のＰＲを行
い、出店者の現状維持
に努める

なし
ＰＲを含めた市とし
ての支援策を模索
する。

スポーツ合
宿等の誘致

線表
どおり

　市（プロジェクト推進室・生
涯学習課）において、誘致
活動及び視察受け入れに
取り組んでいる。
・日本食研トライアスロン部
（H29.5）
・チェコ共和国カヌーナショ
ナルチーム（H29.11)
・福井工業大学カヌー部
（H29.11）
・日本体育大学カヌー部
（H29.12）

合宿を行う際の条件等の整
備を行うとともに、誘致活動
を継続していく。

魅力ある海
洋スポーツ
の企画実施

線表
どおり

・ＳＵＰ、シーカヤック体験
（市委託事業　通年）
・教育旅行、遠足の受け入
れ（観光協会との連携）
・海山クリーンアップ大作戦

・カヌー教室の実施
・ＳＵＰ、シーカヤックを活用
したイベント開催を検討す
る。
・10月末現在の利用者数
10,487名

ＰＲ活動の推
進

線表
どおり

・ホームページ
・学校、企業等へのＰＲ
・ＴＶ、ラジオ新聞等でのＰＲ

継続してＰＲ活動を行う。

手がまわっていない状
況、引き続き取り組む

引き続き、プロジェ
クトＸや観光協会
と連携を図りつ
つ、進捗状況に応
じて市としての支
援策を模索する。

Ｂ1グランプリは脱退、引
続き都市圏進出に向け
た体制を検討したい

現状の取り組みを継続
する。

ラーメンの提供だけでな
く、市のＰＲをできるよう
なものを置ける場所を含
めた検討を行う

　― 商工

須崎駅前
「まっこと
まっこ
と」、須崎
市観光協
会、須崎
商工会議
所

「まっこと
まっこと」売
上 20％増
（H26約
1,900万円）

該当 　― 元気

担当

P.35

№１０

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

P.35

№９
須崎駅前での観光
案内等の充実

P.35

№１１

伊勢海老を活用し
た池ノ浦地区の振
興

地元伊勢
海老料理
店

海上ルート
などの新た
な観光メ
ニューの開
発 １件以上

― ―

鍋焼きラーメンの
都市圏進出

須崎名物
鍋焼き
ラーメンプ
ロジェクト
Ｘ、観光協
会、須崎
市

都市部での
鍋焼きラー
メンの提供
店数　３店
以上

該当

無
P.37

№１３

須崎市立スポーツ
センターの施設を
活用した体験型観
光等の推進による
地域の活性化

須崎市、
ＮＰＯ法人
すさきス
ポーツク
ラブ

ドラゴンカ
ヌー、オー
プンウォー
タースイミン
グ等の海洋
スポーツ体
験者数
20,000人

該当 　― 生涯

スポーツ合宿等の誘
致を継続して行うと
ともに、魅力ある海
洋スポーツの推進の
ため、引き続き、ＮＰ
Ｏ法人すさきスポー
ツクラブと連携して
いく。

・バス会社の斡旋はある
が、協議にはいたってい
ない
・大型バスは下まで下り
てこれない等の課題があ
る

ＰＲを含めた市とし
ての支援策を模索
する。

元気

平成２９年度の状況
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５．商工観光分野【その4】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

宣伝活動
線表
どおり

雑誌、SNS、TV出演、アウト
ドア予約サイトに登録

シーカヤック
数の増数

線表
どおり

２艇購入
（合計１２艇所有）

オプション
追加

未着
手

特に実施していない

旅行パック
の提供

線表
どおり

桑田山温泉と連携している
（ツアー参加者は温泉半額
利用）

ガイドの雇
用

未着
手

現状は繁忙期に手伝いの
人（無資格者ガイド）が来る
程度で十分

ウツボまつり
の開催

変更
h30.2に実施。今後は毎
年開催の方針

現状の取り組みを継続
する。

H29年度から
うつぼまつり
を再開。毎年
開催。

sat補助金補助済
み

ウツボマップ
の制作・配布

遅延
H29～30年度に作成した
い

製作費をどこで捻出する
か検討する。

提供店は
H29:２３店

なし

ウツボ新料
理の研究開
発・提案

線表
どおり

開発中
現状の取り組みを継続
する。

なし なし

ウツボサミッ
トの準備

未着
手

商品開発等に集中し、未
着手

資金的な面も含めて未
定。

先送り なし

商品化およ
び販路拡大

遅延
企業組合化は検討中。３
商品をH30.1から販路づく
り

※すき焼きセット。タレ：丸
共、葉にんにく：ｱｰｽｴｲﾄﾞで
4人前5,000円

うつぼ学会会
員30人。会費
6000円/年

なし

メンバーの選
定、運営方
法の検討、
展示場所の
決定等

線表
どおり

毎年実行委員のメンバーを
増やしながら、進めている。

引き続き幅広くメンバー
を募りながら進める

なし

交流会・展
示会の開催

線表
どおり

予定通り進んでいる

アートの取り組みと防災や
空き店舗活用など地域資源
や市の事業と連携させる動
きを作りたい。

地域おこし協
力隊の検討と
活用を追加

イベント参
加・SNS情報
発信・地場産
品PR

・イベント参加・ＳＮＳによる
情報発信　twitterフォロ
ワー2500人　facebook1200
人増加。衆議院議員総選挙
啓発キャラクターに抜擢。・
海外への販路拡大およびイ
ンバウンド推進との連携
ジャパンエキスポinパリ、台
湾touch the japanでの大き
な成功、アンバサダー企画
進行中。ふるさと納税PRを
キャラインベント等で行い、
前年を超えるペース。

計画通り実施していく なし 須崎市主体事業

しんじょう君
の情報発信
力を利用し
た、特産品、
観光、イベン
ト等複合的な
須崎市PR

・キャラクターイベントの開
催　９．５万人の来場者。今
年は高知県庁、竜馬パス
ポート等イベント以外の観
光流入にも成功した。

計画通り実施していく なし 須崎市主体事業

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

シーカヤッ
クツーリン
グ者数500
人

該当 　―
P.37

№１４

シーカヤックによる
体験型観光の推
進

個人事業
者

ウツボ料理
提供店 30
店

該当 　― 元気

P.39

№１７

須崎市マスコット
キャラクターを活用
したまちおこし

須崎市
キャラまつ
り来場者数
100,000人

該当

市
／

元気

P.37

№１５

ウツボ料理を開発
してウツボのまち
すさきとして売出し
誘客を図る

うつぼ学
会

該当 　―

生涯

・メインとなるベース（待
合所、シャワースペース
等）が欲しい
・冬場の利用者数増に向
けてプログラム等を検討
していく
・年間利用者数は約350
名程度

　―
市
／

元気

平成２９年度の状況

なし

事業主体の今後
の動向に留意しつ
つ適宜、市として
の対応を図りた

い。

防災担当課や教
育機関との連携を
支援

担当

P.39

№１６

「アート」を切り口と
した須崎的文化創
造による地域づくり

すさき街
角ギャラ
リー、住民
組織、須
崎市、高
知県立美
術館、高
知大学等

現代地方譚
来館者数
5,000人

12 



５．商工観光分野【その5】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

運営主体の
検討

遅延
民間事業者と連携し、検
討を引き続き行う

平成30年度
末まで延長

適地、財源
等の検討

遅延
東京都内を中心に、整備
地の選定を協議していく

平成30年度
末まで延長

P.41

№１９
須崎魚市場周辺
の整備

漁業協同
組合

魚市場観光
客数25,000
人

該当 　―

市
／

プロ
ジェ
クト

関係者との
協議

遅延
整備の内容や支援につ
いて関係者との協議を実
施

整備に向けた補助事業
の導入を継続審議する

関係者との協
議を平成30年
度まで延長

施設の老朽化による
外壁の崩壊がみら
れるのでこれの対応
を含めて協議が必
要

港湾計画の
改訂手続き

線表
どおり

Ｈ30.1高知県地方港湾審議
会において須崎港港湾計画
の改訂について審議。原案
どおり決議し、本年3月に港
湾計画の改訂。

H29年度末で完結

新たな立地
企業の誘致

線表
どおり

適宜、情報収集を行うな
ど、港を活用した企業の
誘致に取り組んでいる。

引き続き取組を継続

条例化に基
づく企業支援

線表
どおり

関係機関と連携し、支援
を進めている

すさきがすき
さ産業振興
推進総合支
援事業の活
用

線表
どおり

2件の補助事業を活用し
た事業を実施。

体制確立
線表
どおり

要項の整備を行った 現状の取り組みを継続 なし 須崎市主体事業

情報発信強
化

線表
どおり

ふるさとチョイスに加え、
ANA・ふるなび・さとふる・楽
天での申込み受付を開始

各社ポータルサイトでの掲
載情報の強化

なし 須崎市主体事業

地場産品の
充実と須崎
ブランドの確
立

線表
どおり

業者との商品企画の協議
等により地域性をＰＲする商
品を追加してきた。

現状の取り組みを継続 なし 須崎市主体事業

納税者の満
足度を高め
る取り組みに
よるリピート
率向上

線表
どおり

他自治体担当者との協議
会立ち上げ、事業者向け研
修会

担当者会と研修会の実
施

なし 須崎市主体事業

研究・生産
工場の整備

須崎市内で生産工場の
用地確保ができていな
い。

改良研究・
生産・販売
促進

製品の開発については、特
許庁への出願審査請求を
共同で行った。本市も共同
出願者として特許取得予定
の新製品を購入し、販売促
進につなげて行く。

― ―
市
／

元気

　―
市
／

元気
該当

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

P.43

№２３

須崎市と共同開発
した浄水装置を基
にした派生型の開
発と量産化

アクアデ
ザイン
(株)、須崎
市

須崎市での
生産拠点工
場の安定操
業が図ら
れ、新たな
雇用の創出
につながっ
ている

― ―

市
／

地震
防災

P.41

№２１

地域に根差した企
業の支援による生
産性の向上、新た
な雇用の創出

地場企
業、高知
県、須崎
市

新規雇用者
数３０名、工
場や施設な
どの新たな
施設整備が
進んでいる

計画
書掲
載

須崎港の機能強
化による産業振興

須崎市、
高知県、
国土交通
省、関係
企業、関
係団体

新たな耐震
バースの整
備計画が出
来上がって
いる
港を活かし
た企業誘致
が進んでい
る

該当 　―

市
／

建設
課

市
／

プロ
ジェ
クト

P.41

№２０

P.39

№１８

地域の特産品の
販売及び観光・移
住情報等の情報
発信の拠点整備

下記の関
係団体等で
構成する事
業主体の
立ち上げを
検討
　ＪＡ土佐く
ろしお、市
内漁業関
係組合、須
崎市道の
駅、特産品
製造会社
等、須崎市

運営1年目
の来場者数
130,000人、
Ｈ32度の売
り上げ目標
65,000千円

該当 　―

P.41

№２２
地場産品の地産
外商推進

市内各事
業所、須
崎市

ふるさと納
税 寄付額２
０億円

なし 須崎市主体事業

なし 須崎市主体事業

市として必要な支
援と対応を検討す
る

民間事業者と連携しつ
つ、協議を進めていく

平成２９年度の状況

線表
より遅

延

引き続き連絡調整と情報
収集を行う。

平成29年度末に港湾計
画が改訂されることに伴
い、産業の振興、国際競
争力の強化のため、船
舶の大型化に対応する
ための水域施設（泊地、
航路）を整備する。

今後も新たな雇用創出
に向け、関係者と協議・
連携した取り組みを継続
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５．商工観光分野【その6】

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

コミュニティ
拠点

変更
ふるさと納税返礼事業を花子
ファームへ引き継ぎ。

修繕が大規模になることか
ら錦湯での活動を終了。民
泊事業を進めながら、他の
拠点検討

30年度で休
止

空き家活用事業と
の連携を検討

宿泊業 遅延

久通に物件購入し、宿泊受け
入れスタート。外国人観光客の
宿泊が半分ぐらい。手応えを感
じつつも、住民への対応が難し
い部分があり休止中

地域の空き家を住民の管理
で活用する形を作って行き
たい。その為にも地域おこし
協力隊との連携を久通でス
タートしたい。また二軒目は
戸島で実現したい。民泊新
法の勉強会や管理団体設
立を、民泊に興味のある人
達と検討したい。

1/2に変更
地域おこし連携や
SAT補助金の活
用

体験観光事
業

遅延 特に取り組みなし
久通の民泊との連携や戸
島ツアーなどを検討

２～３年遅ら
せる

具体的な動きがで
てから連携を検討

６．移住の促進

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

移住の促進
線表
どおり

相談件数・移住者数も順
調に推移している。

奥四万十地域移住促進協
議会立ち上げ、セミナーや
ツアー実施。本山町とのイ
ベント実施の継続

HPアクセス
1.2万/月
相談件数160
件

担当課で連携

空き店舗活
用事業（ゲス
トハウス整備
運営）

遅延
市の上原邸活用団体募
集・選定のスケジュール
により遅延。

H30.4開業に向けてクラ
ウドファンディングに取り
組んでいる。

H29クラウド
ファンディング
H30短期滞在
受入開始

インバウンド推進
や大学との共同事
業等との連携

７．再生可能エネルギーの導入促進

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

公共施設へ
の太陽光発
電システム
の設置

線表
どおり

現在発電容量１３カ所５
１９Kw、蓄電容量５か所
85Kwを設置

住宅用等の
太陽光発電
システム設
置の推奨

線表
どおり

太陽光エネルギーを利用し
た住宅用太陽光発電システ
ムを設置する人に対し、費
用の一部を補助。Ｈ２９年度
は９件（１０月末現在申込
含）
市内業者との契約設置１kW
あたり２万円（上限額８万
円）
それ以外１kWあたり１万５
千円（上限額６万円）

再生可能エ
ネルギーの
有効活用の
推進

線表
どおり

再生可能エネルギー導入に
ついては、Ｈ28年度策定の
須崎市地球温暖化対策実
行計画（区域施策編）にお
いて「重点施策１．市民・事
業者への再生可能エネル
ギーの導入促進」と位置づ
けを行い、市域の再生可能
エネルギー導入量を拡大し
ます。

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

P.43

№２４

地域再生マネー
ジャーによる地域
活性化プロジェクト

ＡＣＴすさ
き

外国人含め
個人観光客
の受け入れ
体制がととの
い、地域資源
を生かした体
験観光メ
ニューの充実
により、交流
人の拡大が
進む。
コミュニティ拠
点施設として
まちの賑わい
づくりに貢献
地域人材を
生かした雇用
の確保

― ― 元気

平成２９年度の状況

P.47

№１
移住の促進

須崎市、
ＮＰＯ法人

移住ホーム
ページアク
セス数
10,000件
相談件数１
００件
短期滞在５
０名
移住者数２
０家族４０人

該当 　― 元気

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

平成２９年度の状況

平成２９年度の状況

引き続き、上記の取り組
みを進める

なし 須崎市主体事業
P.51

№１
再生可能エネル
ギーの導入促進

須崎市、
個人及び
事業者

住宅用太陽
光発電シス
テム設置

― ―
市
／

環境

計画
書掲
載

事業名
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８．福祉関連分野

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

特区制度の
指定に向け
た調査研究

未着
手

都市部の自
治体との協
議

未着
手

９．人　材　の　育　成

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

須崎未来塾
の開催

線表
どおり

予定どおり 計画通り実施していく
地域再生マ
ネージャー
育成　60人

須崎市主体事業

地域再生マ
ネージャーと
行政の連携
した地域づく
り

線表
どおり

会報の発行、まちかどゼミ
ナール、空き家活用など連
携している。

計画通り実施していく なし 須崎市主体事業

P.59

№３

高校生と連携した
地域資源の利活
用

須崎高校
高校生が考
案した商品
の販売

該当 ―

市
／

企画
・

元気

高校生が行
う商品開発
や地域資源
活用に関す
る研究との
連携

線表
どおり

まちかどカフェ・まちあるき・
販売甲子園への支援を行っ
た。学校独自に日本経済大
学ビジネスプランコンテス
ト、古民家甲子園、市内企
業との商品開発、楽天IT学
校、じもふる動画作成など
様々な取り組みをしている。

計画通り実施していく なし
ゆめのあるまちづく
り事業費補助金の
活用

１０．金融機関との連携

１１．すさきがすきさ産業振興推進総合支援事業費補助金

線表の工
程

進捗
状況

聞取り日時点での取り組
み、又は遅延・未着手等の
理由

今後の進捗予定 計画見直し 市のフォロー

商品開発や
販路拡大に
対する企業
支援

線表
どおり

・連携協定を締結してい
る金融機関との意見交
換会を開催し、情報交換
を行ったところであるが、
まだ、具体的な企業支援
には至っていない
・国の補助事業を活用し
設備投資するにあたり、
公募への情報収取や広
報を行うとともに、補助申
請書の作成のサポートを
実施した

事業者への
ノウハウの
提供やビジ
ネスマッチ
ング

線表
どおり

連携協定を締結している
金融機関との意見交換
会を開催し、情報交換を
行ったところであるが、ま
だ、具体的なビジネス
マッチングには至ってい
ない。

P.63

№２

すさきがすきさ産
業振興推進総合
支援事業費補助
金

須崎市
補助金活用
件数２５件

― ―
市
／

企画

補助金によ
る支援

線表
どおり

平成29年度事業実績（見
込含）2件
・農地・維持管理対策事
業
・野見湾産養殖カンパチ
販路拡大事業

（H28年度は6件）

市においては引き続き各
事業主体との連携を図り
つつ、それぞれの取り組
み等の進捗状況を把握
する中で、補助金を活用
した産業振興計画の効
率的な推進を図る。ま
た、既に補助金を活用し
た取り組みについては、
その効果を検証してい
く。

なし 須崎市主体事業

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当
計画
書掲
載

平成２９年度の状況

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

平成２９年度の状況

　―
市
／

元気

具体的な着手が出来て
いない

P.59

№１
須崎未来塾 須崎市

地域再生マ
ネージャー
育成５０人

該当

須崎市主体事業

計画より削
除

須崎市主体事業

計画
書掲
載

事業名 実施主体
目標

（Ｈ２６→
Ｈ３１）

須崎市
総合戦

略

高知
県産
振計
画

担当

平成２９年度の状況

P.55

№１

大都市の要介護
高齢者を対象とし
た「ふるさと特養」
の誘致による地域
活性化

須崎市、
福祉関係
者

特養誘致に
伴う新規雇
用80名

― ―

市
／

企画
・

長寿

P.63

№１

金融機関との連携
協定による産業振
興策の実施

四国銀
行、高知
銀行、須
崎市

地域商品の
県外への販
路が拡大し
ている

― ―
市
／

企画

企業と投資家との橋渡し
にもなり、また、新たな商
品開発や販路の拡大に
もつながるクラウドファン
ディングを金融機関が積
極的に取組んでいるとこ
ろであり、市も市内事業
者への紹介を模索する
など、引き続き、金融機
関との連携による起業や
企業への支援策を図る。

なし
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